
編集後記 

『にじいろ日和 第１２号』が無事に発行されました。今号は、１面に行事関係や新たな通所部分場の作業場と

なる跡地の鎮魂祭と起工式、２面はクラブ活動などの様子を掲載しました。広報担当が構成なども少し力を入れた

ので、そのような点も見ていただけると嬉しいです。次号も皆さんに楽しい話題を提供できるように頑張っていき

ます。 
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にじ
いろ

日和

にじの家通所部分場の新たな作業場となる、“旧川越救急

クリニック跡地”にて、鎮魂祭と起工式を執り行いました。 

８月１日から工事が始まっており、作業場の完成がまち遠

しいです！ 

 

７月にみぃともっとを開催しました！ 

今年で４回目の開催となり、利用者の方々もポスタ

ーを見て楽しみにしている様子が窺えました。 

当日は天候に恵まれ、焼き場担当の職員さんが暑さ

に負けず、次々と焼き上げてくれました。 

焼肉、焼きそば、ピザ、アイスクリーム等…もっと！

とおかわりの声が飛び交っており、利用者の方々の

たくさんの笑顔が見られていました！ 

第１
２号

８月２３日（金）に 

花火大会を行いました！ 

手持ち花火と打ち上げ花火を 

思う存分楽しんだ後は 

お待ちかねのアイスタイム！ 

皆さん美味しそうに召し上がっていました。 

雨の日が続いていたので 

「延期になってしまうのではないか…」と 

天気予報をチェックする毎日でしたが、無事に行うことが 

できてよかったです。 

今後も皆さんが楽しく参加できるイベントを企画していきたいと思います         

消火訓練とAED講習が行われま

した！ 

どちらも施設で働く上で大切な

ことですので、参加した職員たち

は真剣に消防所の方の話に耳を

傾け訓練に参加していました。 

しっかり学んだことを忘れずに、

もしもの時は焦らず対応できれ

ばと思います。 

A E D 

講 

習 

消 

防 
訓 練 

７月 

みぃと 

もっと 

Neｗ分場 

鎮魂祭＆起工式 

花 大 
火 会 

mailto:niji@k-nijinokai.com


 

  

毎日、暑い日が続いておりますね。  

通所部分場では、日々の内職作業に加えて、

室内で行える体を動かす活動や、皆様に楽し

んでいただけるような余暇活動を提供してお

ります！ 

写真はラジオ体操と作業・活動の合間の２枚

です。 

暑さに負けない体力作りを通して、これから

まだまだ続きそうな暑い日々を通所部全員で

乗り切っていきます！  

 

通所部職員 青木・天沼・川口・佐藤（駿） 

クラブ活動紹介 

スヌーズレン 
クラブ活動でスヌーズレン活動を 

行ないました。 

きれいな光や音などを体で感じながら、 

皆さんそれぞれに楽しまれました。 

演奏会 
音楽活動クラブでトランペットとギターを片

手に職員が演奏会を開きました！ 

利用者の方は楽器の音色や職員と一緒に１０

曲程を歌ったり、聴いたりして楽しんでいま

した。今後はバントメンバーを増やしていけ

たらと計画しています！ 

分場 
日和 

市役所販売のお知らせ 

 

１０月２２日（火）１０：００～川越市役所にて販売を行う予定です。ご都合があえ

ばお越しください。 



社会福祉法人川越にじの会事業報告 

 

【はじめに】 

  過去３年間、予防と罹患者発生後の対応に悩まされ続けてきた新型コロナウイルスですが、令和５年

５月より感染症法上の２類相当からインフルエンザと同じ５類に引き下げられました。そのことから、

様々なことがコロナ禍以前に戻り、止まっていた時間が急に動き出したような年となりました。しかし

ながら、新型コロナウイルスの対応につきましては、当法人の主たるサービスの特性上、どうしても世

間の緩和の動きと歩調を全く同じにするには難しい側面があり、引き続き世間の常識と比較しますと厳

しい感染予防対策を継続してまいりました。その結果、年間を通して小規模な罹患者の発生は見られた

ものの大規模なクラスターに至ることはありませんでした。今後も一般世間の状況と当法人のサービス

の特性の双方を考慮したバランス感覚を持っての事業運営をしてまいりたいと思います。 

  なお、令和５年度に取り組みました内容は以下のとおりとなっております。 

 

１．令和５年度の取り組みについて 

（１）第３期中長期計画の策定 

   当初、令和５年度内に第３期中長期計画を策定する予定ではありましたが、年度内に開催された理

事会において、令和６年４月より施行される川越市障害者支援計画の策定を待ち、その内容を確認し

たうえで策定すると決議されたことから、１年延期されております。 

（２）通所部分場作業場の改修工事について 

      令和５年度末に改修工事のための入札のための公告を公示することができたため、令和６年度内に

工事を着工してまいります。 

（３）感染症に関するBCPの見直しと災害時BCPの策定について 

   どちらも令和６年４月１日より策定が義務化される BCPではありますが、双方とも策定が済み令和

６年４月１日からの施行に至っております。 

（４）定年の延長についての検討 

   専門的なコンサルタント業者にも相談し、当法人の現状分析を行った結果、結論的には延長は行っ

ておりません。引き続きの検討事項とすることとしています。 

（５）職員の人材育成 

  ①法人キャッチフレーズ“RESPECT”と倫理綱領及び職員行動規範の浸透 

  ②利用者支援をチームで、そして理論的に考える 

  ③キャリアパス制度の見直しとリーダー層の育成 

（６）地域に還元できるような取り組みの実施 

  ①ごみゼロ運動 

  ②地域防犯パトロール 

  ③古尾谷八幡神社の落ち葉清掃 

  ④地域の方々をお招きしての AED講習会 

（７）広報と情報公開 

広報誌「にじいろ日和」の発行、ホームページ、TwitterやInstagram等SNSの活用 

 

２．令和５年度の理事会・評議員会等の開催について 

 （１）理事会 

    第１回：令和５年 ５月２８日（日） 令和４年度事業報告・決算報告等 

    第２回：令和５年 ６月１８日（日） 理事長の選任等 

    第３回：令和５年１２月２３日（土） 第一次補正予算、通所作業所の物件に関すること等 

    第４回：令和６年 ３月 ６日（水） 通所作業所の改修工事の入札公告について等 

    第５回：令和６年 ３月３０日（土） 令和６年度事業計画・収支予算等 

 （２）評議員会 

    第１回：令和５年 ６月１８日（日） 令和５年度事業報告・決算報告等（定時評議員会） 

    第２回：令和６年 ３月３０日（土） 令和６年度事業計画・収支予算等 



令和５年度決算報告書 

令和５年４月１日～令和６年３月３１日    社会福祉法人川越にじの会 

収入の部 支出の部 

科目 決算額 科目 決算額 

介護給付費収入 ３１６，６９２，３２８ 人件費支出 280，203，876 

計画相談支援給付費収入 7，278，607 事業費支出 41，536，186 

訓練等給付費収入 22，575，741 事務費支出 17，640，880 

障害児施設給付費収入 ４，７６４ 利用者等外給食費支出 2，000，000 

特定障害者特別給付費収入 3，685，263   

利用者負担金収入 22，574，697   

特定費用収入 2，168，250   

その他の事業収入 7，942，000   

経常経費寄附金収入 935，000   

受取利息配当金収入 67，514   

その他の収入 4，283，781   

事業活動収入計 388，207，945 事業活動支出計 341，380，942 

施設整備等補助金収入 0 固定資産取得支出 6，247，160 

施設整備積立金取崩収入 1，620，000 積立資産支出 22，927，360 

  当期資金収支差額合計 19，272，483 

収入合計 389，827，945 支出合計 389，827，945 

 

前期末支払資金残高 １９４，８３８，７０４ 

当期末支払資金残高 ２１9，９７８，８５６ 

 

 

 


